
「法律相談におけるDV・児童虐待事案への対応研修」を開催しました

日本に在住する外国人は238万人と急増しており、自治体や国際交流協会などではコミュニティ通訳の育成
が急務となっています。多言語・多文化教育研究センターが運営する「言語文化サポーター」※にも法律相談
における通訳の依頼が多く寄せられており、その中でも緊急性が高く、且つ専門的な知識が必要となるDV被
害や児童虐待事案については、通訳者は法律や支援の現場についての知識を身に付けておくことが求めら
れるます。
そこで、言語文化サポーター登録者及び、通訳に関心を持つ本学学生を対象に、「法律相談におけるDV・児
童虐待事案への対応研修」を開催しました。研修には延べ16名が参加し、公的機関のDV被害者支援制度、
民間団体による外国人被害者支援の現状、弁護士からDVの定義や法律などを学びました。参加された皆さ
んが、これからDV被害や児童虐待事案での通訳者として活躍されることを期待しています！
※言語文化サポーターは、東外大卒業生、大学院生（正規留学生を含む）、教職員等で構成された組織です。

〇日時：
【1日目】平成30年2月8日（木） 10:30-12:00
【2日目】平成30年2月10日（土） 10:30-15:30

〇場所：
【1日目】東京ウィメンズプラザ（東京都渋谷区神宮前5-53-67）
【2日目】東京外国語大学 アゴラグローバル3階

プロジェクトスペース（東京都府中市朝日町3-11-1）

〇内容：
【1日目（2/8）】

【2日目（2/10）】

≪受講者感想≫
・専門家の方のお話を聞く機会を提供頂けて、とても勉強になりました。レイプ被害・人身取引に絡む通訳をしました
が、こうした背景の知識をもてるだけでも心構えの参考になります。またボランティアでできることがあれば積極的に
参加してみようと思いました。
・ふじみの国際交流センターのお話では、具体的な現場のお話が聞けて、大変参考になった。海外のサポート体制と
の比較も参考になりました。坂下弁護士のお話では、“自治体によって法律外の対応をしてくれる”など、進んでいる
ところとそうでないところの差を感じました。日本人に起こっている問題は同じく外国人にも起こるということは常に戒
めていたいです。
・ふじみの国際交流センターはシェルターもあってDV被害者支援にきめ細かく対応していることが分かり、とても心強
い存在だと思いました。DVや離婚の法律や手続きの基礎知識と現状、外国人の場合注意しなければならない点も教
えていただき勉強になりました。通訳者として過不足なく正確に訳すことの重要性、相談者や被害者に寄り添いなが
らも依存され過ぎないよう中立性を保つことが大切であると感じました。

≪内藤先生感想≫
今回の研修を通して、DV被害者をめぐる問題におけるコミュニティ通訳の必要性やそのあり方について、参加者全
員で確認することができました。またDV被害者の先には児童虐待の問題が存在していることも多く、よりよい予防策
を検討していく上で、大学・大学院などの教育機関がその他の専門機関と力を合わせていく重要性をあらためて認識
しました。

10:30-
11:30

DV被害者支援に関する法律や、東京都の支援体制
について

11:30-
12:00

参考資料の案内（ウィメンズプラザ図書館見学）

10:30-

12:00
【研修①】在住外国人支援の
現場について

特定非営利活動法人
ふじみの国際交流センター
理事長 石井ナナヱ氏

13:00-

14:30
【研修②】DV・児童虐待事案
に関する法律について

埼玉弁護士会
坂下裕一 弁護士

14:40-
15:30

振り返り
講評：東京外国語大学
内藤稔 講師


